
山吹下河原未来ビジョン（案）地域住民説明会 

会議記録 

 

日 時    令和 6年 5月 28日（火）午後 7時～  やすらぎ荘大ホール 

 

出席者    参加者 ２３名 

          町  理事者 壬生町長 

建設課 多田井課長、岩崎課長補佐、高田主査、矢澤主任 

産業課 下原農業振興係長、 

        受託者 3名 

 

――――――――――――――― 以下、会議内容 ――――――――――――――― 

 

１．開会 

■多田井 建設課長 

 

２．あいさつ 

■壬生 町長 

お仕事終わりのお疲れのところ、また今日は雨が強い足元の悪い中、関係の皆様大

勢お集まりいただきありがとうございます。 

山吹下河原未来ビジョンは、昨年のまちづくり懇談会時に、上平、下平、竜口、駒場の

皆さんと、「どういった形になったらいいのか」というワークショップを開催させていた

だいた。町の将来、あるべき姿は、どういう形になっていくのがいいのか、今回は山吹

下河原という範囲の中で考えさせていただいた。 

ドン・キホーテ西側ではサッカー場を工事中であり、予定より若干遅れてしまうが8月

頃に完成の予定。 

カインズホームの向かい側では MIZBE ステーションの位置が分かるようになってい

る。7月頃には消防署工事の設計がまとまり、広域連合で補正予算が組まれ工事が始ま

るといわれている。 

豊丘村と高森町を結ぶ竜神大橋は令和８年度完成予定。現在高森町側からは橋脚と

橋桁の一部が見える状態となっている。 

このように環境がいろいろ変わっていくなかで、山吹下河原についてはこれまでもい

ろんな意見をいただいていたが、未来に向けてどのように土地利用をしながらまちづく

りを進めていくか。地域の皆様がどう活用していくのがいいのか。そういった話し合い



の中で素案をまとめてさせていただいた。皆様からご意見をいただきたい。 

すぐに形が変わるということではなく、あくまでゾーニングしながらまちづくりを進

めていくという形になることをご理解いただきたい。 

 

 

３．自己紹介 

 

 

４．説明 

■岩崎 建設課課長補佐 …資料説明 

 

【質疑】 

■参加者１ 

意見はないが、駅周辺の整備はどうしていくか課題だと思う。しっかり考えていって

ほしい。山吹駅を通っている赤点線矢印の説明はなかったが実現できるといい。 

 

■岩崎 建設課課長補佐 

駅周辺のどのような整備をしていくか、具体的な事業はこのビジョンをもとに検討し

進めていく。 

赤点線矢印の接続イメージは、ここに道が通るということではなく、あくまでイメージ

を示している。ワークショップ等の中でも、広域農道等の中段のエリアと下河原地域を

接続する道路について、山吹駅あたりを経由した道路が狭いことなど利用しにくい状況

であることから、道路整備を実現していくことも必要という意見をいただいている。 

 

■多田井 建設課長 

具体的に進めていく際には、必ず町民の皆様と意見交換をして進めていく。 

 

■参加者 2 

区画割を示されたが、地権者としては 10年、20年後を見据えて、￥具体的にどうい

う対応をしていったらいいか。不安な面もある。 

 

■岩崎 建設課課長補佐 

現状具体的に何かということでなく、これは長期の計画の中で目指す姿であり、あく

まで私権を侵すものではないが、土地利用に際しビジョンを意識していただくという位

置づけであることご理解いただきたい。将来の望ましい姿をイメージしていただくもの

で、個人としてどうしていくかというものは別で、個別の事業についてはそれぞれ話を



させていただきながら進めていく。 

 

■参加者 3 

天竜川かわまちづくりエリアと MIZBE ステーションの整備のエリアの違いが判らな

い。 

ほたるパーク周辺という言葉が指すエリアはどこか。 

 

■岩崎 建設課課長補佐 

かわまちづくり計画は、MIZBE ステーションのエリアを含む、山吹から下市田までの

天竜川のエリアをかわまちづくり計画のエリアとしている。計画で示しているエリア中で、

これまでかわまちづくり計画の中での賑わいの拠点整備の検討を進めてきた場所を、

新たにMIZBE ステーションとして計画の登録を受けたもので、広い意味で同じ場所を

指している。 

ほたるパーク周辺が示す部分は、多目的広場、サッカー場、クラブハウス、駐車場など

を含んだエリアと考えている。 

 

■参加者 4 

このビジョン作成について、いろいろな方が集まって作っていて、住民の声は反映さ

れているが、自然の声が抜けているのではないか。 

高森荘の近くにはダルマガエルがいたが、今はいなくなった。田沢川から天竜川への

合流点にはまだ少し自然が残っているが、ここはこのまま残すのか。ここにはアオハダト

ンボという貴重なトンボがいる。楽しみにしている子供もいる。この計画を作るうえで自

然に対する考えが抜けているのではないか。 

 

■岩崎 建設課課長補佐 

この計画を作る中では「自然環境への配慮を」という意見がある。ビジョンとして示し

てはいないが、具体的な整備という段階では、自然への配慮は必要なものと考えている。 

MIZBE ステーションの護岸改修について、国土交通省により一部巻き込み護岸とし

て整備が進んでいる。どのあたりが今までのままで残るかは確認が必要だが、自然に関

する部分についてはまたご教示いただきたい。 

 

■参加者 3 

自然に関することは関係者によく聞いてほしい。サッカー場とクラブハウスが大きく

書いてあるが、この全体をほたるパークとするならば、それをしっかり記載してほしい。 

ほたるを大事にするという点について町に理解してもらっている点もあるが、遊歩道

軸の構想について、未来ビジョン図に示されている JR 飯田線とクラブハウスの間の遊



歩道軸の箇所が一番のカワニナを中心に蛍が生息する場所になる。照明を含め、自然の

声が聞こえない環境が進んでしまう気がする。地図の上の方に天伯峡という記載がある

が、ここはしっかり自然が残っていて、蛍にとっての環境を整備することによって蛍が

増えている。天伯峡とのタイアップの場所がほたるパークになる。土地利用のことで考

えられているが、これ以上カワニナが減ってしまうとほたるも住めなくなってしまうの

で、しっかり配慮してほしい。ほたるパークという名称も残してほしい。 

 

■岩崎 建設課課長補佐 

ほたるパークという名称もあり、ほたる祭りもここで実施する。エリアからは外れてい

るが天伯峡は、この地域の魅力を活かすために重要な遊歩道軸のエリアと考えられる。

ほたるパークという名称を付ける以上、蛍との関係は大事なことだと考えている。 

 

■多田井 建設課長 

サッカー場の建設にあたって、カワニナの話もお聞きしている。できるだけ生物に対

する配慮ということで、光漏れの少ない照明などの設備選択などしてきているが、実際

の影響がどの程度か不明な点はある。天伯峡の周辺であり、過去からほたるパークとい

う名称の広場であったことから、サッカー場、クラブハウス、多目的広場、駐車場のエリ

アは都市公園として位置付けて、都市公園の名称は「山吹ほたるパーク」としたいと考え

ている。ただし、都市公園条例に基づく名称となるため議決が必要になり、9 月議会に

提案していきたいと考えている。図面上はまだ正式名称としては山吹ほたるパークを使

用できなかったため、サッカー場、クラブハウスという記載をしている。 

自然との調和と開発や土地利用はどうしても競合していくもの。やはり開発していく

にあたっても、地域の皆様の意見を聞きながら、できうる範囲での開発というのがポイ

ントとなる。必ずしも生物を優先する、人間だけを優先するということではなく、いかに

共存していくかということを地域の皆様と考えながらまちづくりを進めていく。 

 

5.閉会 

■壬生 町長 

長時間にわたる会議の中、ご意見を賜りありがとうございました。このビジョンはあ

くまで動線やゾーニングをお示しするもので、この通りに開発を進めていくかどうかは

この次のステップになる。公共的に進める事業、町で商業地等を誘致する事業を進める

場合については、地権者の皆様とも相談しながら進めさせていただくが、今現在、この

方向で進めていくと、町としても決まっているわけではない。すぐに進めたい事業もあ

り、道の関係で八日市場線の整備については、町の計画としては城岸橋の改修および大

丸山公園東交差点までの歩道整備の後に整備させていただきたいと考えている。それ

に合わせて遊歩道などの見直しをしていくのか、駅前の駐車場が確保できるのかなど、



動線の確保をしていくのが手順になると考えている。 

また並行して、入居を停止した県営住宅、町営住宅をどうしていくかについて、県と

協議を進める。この場所でお願いしていくと決まったわけではないが、公営住宅を県と

共同してどこかで整備しなければならない候補地として挙がってくる。 

ただここは優良農地であり、事業をやるからと言って簡単に農地を諦められる場所で

はない。竜西一貫水路の受益地であり、なおさら開発するには難しいとなる可能性もあ

る。都市計画法、農地法など、いろんな法律の中でどういった手続きを取りながらどう

進めていくか。ビジョンを持っていないとその場限りの開発が進む恐れがあり、たとえ

ばいろんな開発の中で緑地を残す、水路を活用して生物の場所を作るなど、そういった

開発すらできなくなってしまって、民間の自由な開発がどんどん進んでしまう恐れがあ

るので、町としては今までの自然環境を生かしながら、失われてしまうものがあれば失

われないような対策をこの用地の中でどうしていくのか、公園整備など必要なことを考

えていくべきだと感じている。 

あくまで、このビジョンはこうなったらいいというゾーニングであり、この先はゾーン

別に、個別にいろいろなことを話をさせていただくことになるが、当面の課題は道につ

いてになるだろうと思っている。それぞれ事業を進めるにあたって話をさせていただく

のでご意見をいただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5/28説明会の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長あいさつ                       事務局より説明 
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説明会の様子                        説明会の様子 

 


